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令和３年度第２回印西市ふるさとづくり運営会議  会議録  

 

１  開 催 日 時  令和３年１ ２ 月２３日（木）  

２  開 催 場 所  書面会議  

３  出 席 者  坂巻栄一座 長 、五十嵐盛春委員 、 乾真一郎委員、       

中山亜矢子委員、奥 田信康 委員 、河村剛 光委員、      

本多伸好委員、芳賀 一男 委員、髙橋徹委 員、  

         菰岡翼委員  

４  事  務  局  シティプロモーション課   

５  傍  聴  者  －  

６  議    事 

（ １ ）  ふるさとづくり運営 基金活用事業 につい て  

７  協 議 結 果  議題について承認する。(承認８名、無回答１名) 

８  委員からの意見 等  

委 員 Ａ   印 西 市 の 存 在 を 全 国 に 発 信 し 、 ま ず 、 認 知 し て い た だ く こ と は 、

印 西 市 に 関 心 を も ち 、 そ の 魅 力 を 探 し 、 発 見 し て も ら う た め の 第

一歩と考えています 。  

     も ち ろ ん 、 子 ど も か ら 青 少 年 、 成 人 、 年 配 の 方 な ど あ ら ゆ る世

代に訴えていくこと が大切です。  

     そ の た め に は 、 あ ら ゆ る 媒 体 を 駆 使 し て PRし て い く こ と が 必要

で す 。 イ ン タ ー ネ ッ ト 、 紙 ベ ー ス 、 テ レ ビ 、 街 な か の 広 告 物 な ど 。  

     そ の よ う な 観 点 か ら は 、 第 １ 回 会 議 の 資 料 ７ 「 印 西 市 の シ ティ

プ ロ モ ー シ ョ ン に つ い て 」 の な か で 説 明 さ れ て い る 様 々 な 推 進 事

業は理解できます。  

     令 和 ４ 年 度 の ふ る さ と づ く り 運 営 基 金 充 当 に つ い て も 、 印 西市

と い う 行 政 な ら で は の 事 業 で あ り 、 そ の 実 現 に つ い て 期 待 す る も

のです。  

     な お 、 事 業 の 実 施 に あ た っ て は 、 無 理 を 避 け 、 経 費 の む だ を省

い て 臨 ん で い た だ く こ と を 強 く 要 望 し ま す 。 無 理 は 、 必 ず 後 で 問
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題 の 発 生 に つ な が り ま す 。 経 費 の む だ を 省 く こ と は 、 言 う ま で も

ありません。  

     併 せ て 、 決 め ら れ た 前 提 の な か で 構 い ま せ ん が 、 で き る だ けさ

ま ざ ま な 方 の ア イ デ ア 、 意 見 な ど を 聴 い て い く 姿 勢 で 実 施 に 臨 ん

でいただけたらと希 望いたします。  

委 員 Ｂ   順 天 堂 大 学 ス タ ッ フ に イ オ ン モ ー ル 広 場 に て ス ポ ー ツ イ ベ ント

等を実施し地域を盛 り上げていきたい。  

委 員 Ｃ   印西市が 活性化すると思いま す。  

委 員 Ｄ   順 天 堂 大 学 体 操 部 に は 、 東 京 オ リ ン ピ ッ ク 2020体 操 競 技 で 金メ

ダ ル を 獲 得 さ れ た 橋 本 大 輝 選 手 な ど が 所 属 さ れ 、 今 後 の 国 内 外 で

の 大 会 で も さ ら な る 活 躍 が 期 待 さ れ る 。 こ れ ら の 活 動 を 支 援 す る

こ と で 、 印 西 市 の 知 名 度 向 上 に つ な が る こ と も 期 待 で き る の で 、

ふ る さ と づ く り 運 営 基 金 活 用 事 業 の 用 途 と し て 、 意 味 の あ る 使 い

方の一つであると考 えます。  

     一 方 、 投 資 効 果 と い う 観 点 か ら の 妥 当 性 、 有 効 性 に つ い て の検

証 も 今 後 必 要 に な る と 考 え ま す 。 選 手 の ユ ニ フ ォ ー ム に 印 西 市 の

ロ ゴ を 掲 載 し 、 競 技 時 の 映 像 や 写 真 と し て 映 る だ け で は 、 瞬 間 的

な PRとなる懸念があ る。  

     応 援 し て い る 選 手 が 、 良 い 成 果 を 得 ら れ た 際 は 、 そ の 結 果 を応

援 し て い る 印 西 市 と し て も 一 緒 に 喜 び を 伝 え る と 共 に 、 市 民 や 印

西 市 に 関 心 の あ る 人 た ち に 触 れ る メ デ ィ ア に お い て 発 信 素 材 と し

て活用する工夫を合 わせて実施して頂き たい。  

     ま た 、 主 目 的 に 「 移 住 の 促 進 」 を 挙 げ て い る が 、 既 に 約 11万人

の 市 民 、 特 に 若 者 に 対 し 、 「 印 西 市 の 応 援 す る 順 天 堂 大 学 が 印 西

市 に あ り 、 オ リ ン ピ ッ ク で の 体 操 競 技 で 金 メ ダ ル を 取 っ た 」 な ど

周 知 す る こ と で 、 在 住 市 民 の シ ビ ッ ク プ ラ イ ド の 向 上 も 目 的 の 一

つに加えるべきと考 えます。  

委 員 Ｅ   今後の連 携や効果を期待しま す。  
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委 員 Ｆ   旬なタイ ミングで広告を出す のは有意義と考える 。  

委 員 Ｇ   議 題 に つ い て ど ち ら と も 判 断 が 出 来 な い 。 全 体 的 な 連 携 の 説明

を求めます 。  

     大 学 と の 連 携 に つ い て は 、 も っ と 多 く の 意 見 交 換 が 必 要 で はな

いかと感じました。  

委 員 Ｈ   「 ふ る さ と づ く り 」 に 繋 が る 印 西 市 の ブ ラ ン ド 価 値 向 上 は 中・

長 期 的 な 視 点 で 取 り 組 む べ き 課 題 だ と 考 え る 。 そ の 点 で 地 元 の 大

学 を 応 援 し 、 そ の タ レ ン ト や 知 財 を 活 用 す る こ と は 有 効 な プ ロ モ

ー シ ョ ン 施 策 に な る と 考 え る 。 順 天 堂 大 学 は 印 西 市 に キ ャ ン パ ス

を 有 す る ス ポ ー ツ 健 康 科 学 部 以 外 に も 医 学 部 、 看 護 学 部 と い っ た

日 本 の 高 齢 化 社 会 の 課 題 解 決 に 貢 献 す る 研 究 領 域 を 網 羅 し て い る 。

自 然 環 境 に 恵 ま れ た イ メ ー ジ に 順 天 堂 大 学 の 健 康 科 学 の 資 産 を 活

用 す る こ と で 印 西 市 の 魅 力 を さ ら に 強 力 に 発 信 す る 施 策 が 期 待 で

きるのではない だろ うか。  

     ふ る さ と づ く り 運 営 会 議 委 員 に 順 天 堂 大 学 代 表 委 員 の 方 が いら

っ し ゃ る 点 が 利 益 相 反 に な ら な い の か 気 掛 か り な の と 、 今 後 ス ポ

ー ツ コ ン テ ン ツ を 活 用 し た マ ー ケ テ ィ ン グ 価 値 が 高 ま り 、 広 告 料

が 高 騰 す る 場 合 に 備 え て 広 告 効 果 測 定 に 対 す る 研 究 が 必 要 で は な

いだろうか。  

委 員 Ｉ   た だ 要 望 と し て 、 行 政 ベ ー ス だ け で な く 商 工 会 や 観 光 協 会 など

を 巻 き 込 ん で 進 め て い か な い と 、 た だ の お 金 の 繋 が り だ け で 、 持

続 性 が な く な っ て し ま う の で 、 せ っ か く ス ポ ン サ ー と い っ た 繋 が

りを市民にも波及さ せて当事業をさらに 発展させてほしい。  

     デ ザ イ ン の 要 望 と し て 、 エ ビ デ ン ス に 基 づ い た 戦 略 的 な デ ザイ

ン 案 と し て ご 提 案 さ せ て 頂 き ま す の で 、 ど う ぞ 参 考 に し て 下 さ い 。  

 

以上  
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令 和 ３ 年 度 第 ２ 回 印 西 市 ふ る さ と づ く り 運 営 会 議 の 会 議 録 は 、 事 実 と 相 違

ない ことを承認する。  

 

 

  令和４年１ 月１８日  

 

        印西市ふるさとづくり運営 会議座長   坂巻  栄一  


